
岡崎市長　内田  康宏

岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを
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　太陽の城跡地に、岡崎の新たな顔となるホテルの誘致を進めています。豊かな歴史や
景観を活

い
かした岡崎ならではの魅力あふれる空間を創出するこの事業は、私一人の考え

ではありません。長年にわたり経済界や学界など、多くのかたから要請を受けたものです。
こうした想

おも
いを実現するために、私は公約に掲げ、止まってしまっていたこの事業を再

始動いたしました。これを契機に、東岡崎駅前の総合再開発計画も練り直していきます。
　現在はホテルの整備・運営を担っていただく事業者を公募しています。年内の事業者
決定を目指しており、岡崎の価値を高めていただける熱意ある事業者とともに、魅力的
な空間づくりを進めてまいりたいと考えています。岡崎城と乙川が一望でき、夕日の景
観も美しい本市の一等地に素晴らしいホテルが完成し、市民の皆さまや、岡崎に来られ
る観光客のかたがたに「ぜひ、泊まりたい」と言っていただけるものとなることを期待
しています。

ホテル誘致事業を再始動しました！

　「防災を当たり前にしたい」そんな思いを胸に、防災
の大切さを伝える活動を続ける「防災ファーストペンギン
☆おかざき」。子育てや福祉・医療など様々な分野で活
動するメンバーが集まり、2022年から岡崎市を拠点に、
「いざという時に自分と大切な人の命を守る」ための活
動をしている団体です。団体名の「ファーストペンギン」
には、群れの中でエサを求めて海へ最初に飛び込むペン
ギンのように、動き出さなければ始まらない、まずは自
分たちがやってみる、という思いが込められています。
　活動の大きな軸となっているのが、岡崎市と連携して
進める「任意の小規模避難所」づくりです。これは、災
害時に行政が指定する避難所ではなく、幼稚園や放課後
デイサービスなど、日頃から使い慣れた身近な場所を自
分たちの手で避難所として機能させる取り組みです。
「災害時には自分たちのいつもの場所で、日常を早く取
り戻せるようにしたい」とメンバーは話します。
 こうした活動の一環として、避難生活を想定した「暗
闇でのトイレ体験」などの防災イベントでの取り組み
が、「こどもと女性目線の地域防災グランプリ2026」で、




